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【除幕式の様子(子ども達も市長さん達と一緒に除幕式に参加しました。 ）】

平
成
三
十
年
十
二
月
二
日
（
日
）
に
、
芭
蕉
句
碑
建
立
事
業
の
締

め
く
く
り
で
あ
る
除
幕
式
を
、
句
碑
建
立
場
所
で
あ
る
楠
部
町
公

民
館
で
執
り
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
す
ば
ら
し
い
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
伊
勢
市
か
ら
は
鈴
木
市
長
を
始
め
環
境
生
活
部
市
民
交
流
課

の
皆
さ
ん
、
ま
た
、
四
郷
地
区
各
自
治
会
の
皆
さ
ん
や
地
元
楠
部

町
の
皆
さ
ん
、
さ
ら
に
四
郷
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
子
ど
も
達
も
参

加
し
て
く
れ
て
、
大
変
賑
や
か
で
句
碑
に
親
し
み
を
感
じ
ら
れ
る

よ
う
な
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
除
幕
式
終
了
後
に
は
、
句
碑
建
立
を
記
念
し
て
、
伊
勢

郷
土
会
副
会
長
で
あ
る
石
井
昭
郎
さ
ん
に
『
四
郷
地
区
の
芭
蕉
句

碑
に
つ
い
て
』
と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
句
碑
は
、
四

郷
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
、
市
の
「
ふ
る
さ
と
未
来

づ
く
り
事
業
」
の
補
助
金
を

中
心
に
、
有
志
の
方
々
か
ら

の
寄
付
も
頂
き
、
建
立
し
た

も
の
で
す
。
ご
協
力
頂
い
た

各
団
体
等
の
皆
さ
ん
、
ご
寄

付
を
頂
い
た
皆
さ
ん
に
、
こ

の
紙
面
を
お
借
り
し
、
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

楠
部
町
公
民
館
に
芭
蕉
の
句
碑
を
建
立

【除幕式にお集まりの皆さんI



①
芭
蕉
と
伊
勢
の
関
わ
り

芭
蕉
は
生
涯
に
六
度
、
伊
勢
を
訪
れ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
お
伊
勢
参
り
、
尊
敬
す
る
西
行
法

師
や
俳
譜
の
祖
で
あ
る
荒
木
田
守
武
神
主
ゆ
か
り

の
地
で
あ
る
伊
勢
は
、
芭
蕉
に
と
っ
て
憧
れ
の
土

地
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
芭
蕉
が
伊
勢
来
訪
時
に
詠
ん
だ
句

は
全
部
で
二
十
句
余
り
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
句
碑

に
な
っ
て
い
る
の
は
、
市
内
に
八
基
あ
り
、
多
く

は
寺
院
の
庭
等
に
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
句
は
、
芭
蕉
四
十
五
歳
、
貞
享
五
年
（
一
六

八
八
）
春
二
月
、
「
笈
の
小
文
（
お
い
の
こ
ぶ
み
）
」
の

旅
（
五
回
目
の
参
宮
）
の
お
り
、
楠
辺
の
茶
屋
で
休

憩
し
た
時
に
詠
ん
だ
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
か
ず
き
ど
ろ

今
圃
濯
》
童
し
た
繍
篠
に
つ
い
て

盃
に
泥
寺
落
と
ｔ
そ
む
ら
墓

楠
辺
（
く
す
↑
へ
）

Ｊ
・
馬
Ｉ
じ

貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
『
笈
日
記
』

つ
ば
め

【今回建立した芭蕉の碑】 【句碑の説明をされる石井昭郎さん】

②
こ
の
句
の
口
語
訳
及
び
茶
屋
に
つ
い
て

こ
の
句
の
前
書
き
に
「
楠
辺
」
と
あ
り
、
現
在

の
伊
勢
市
楠
部
町
で
あ
る
。

「
茶
店
の
縁
側
辺
り
で
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
お
り
か
ら
巣
を
作
る
た
め
、
群
燕

が
頭
の
上
を
飛
び
交
い
気
に
な
る
と
こ
ろ
、
燕
た

ち
よ
、
ど
う
か
誤
っ
て
盃
に
泥
を
落
と
し
て
く
れ

る
な
よ
・
」
の
意
。
季
語
は
燕
で
春
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
句
に
詠
ま
れ
た
茶
店
の
所
在

で
あ
る
が
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
の
資
料
に
、
楠

部
川
（
五
十
鈴
川
）
の
側
に
、
鳧
（
ふ
く
ろ
う
）
茶
屋
と
い

う
の
が
あ
り
、
そ
の
河
流
に
臨
み
納
涼
の
頃
は
、

茶
屋
に
遊
ぶ
も
の
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、

明
治
二
十
八
年
（
’
八
九
五
）
の
資
料
で
は
、
「
鶚
（
ふ

く
ろ
う
）
茶
屋
は
、
大
土
（
お
お
つ
ち
）
神
社
の
西
、
境
内

続
き
に
あ
り
、
」
と
あ
る
。

一
方
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
の
資
料
に
は
、
神

社
参
詣
の
旅
人
が
「
あ
こ
や
」
の
茶
店
で
休
憩
し
、

楠
部
村
の
旧
跡
に
つ
い
て
、
茶
店
の
主
人
に
尋
ね

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
あ
こ
や
」
は
現
在
の

楠
部
町
公
民
館
前
付
近
と
考
え
ら
れ
る
。
も
う
一

軒
の
茶
店
は
「
あ
こ
や
」
の
筋
向
い
に
「
三
島
屋
」

と
い
う
茶
店
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

（
参
考
文
献
『
松
尾
芭
蕉
と
伊
勢
』
（
中
川
蝉
梵
著
）



く
受
け
た
こ
と
等
を
興
味
深
く
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
芭
蕉
が
詠
ん
だ
四
郷
地
区
に
関
わ
る

句
に
つ
い
て
の
お
話
を
さ
れ
た
（
後
述
）
上
で
、
四

郷
地
区
に
は
先
人
が
伝
え
て
き
た
貴
重
な
文
化
財

が
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
も

ぜ
ひ
そ
れ
ら
の
文
化
財
を
知
っ
て
い
た
だ
い
た
上

で
、
文
化
財
の
保
存
に
も
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

以
下
、
石
井
さ
ん
の
お
話
に
あ
っ
た
芭
蕉
の
句

に
つ
い
て
、
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

石
井
さ
ん
の
講
演
は
、
．
、
俳
譜
と
俳
句
」

「
二
、
俳
人
松
尾
芭
蕉
」
「
三
、
芭
蕉
の
句
と
碑
」

か
ら
成
り
、
特
に
、
「
三
、
芭
蕉
の
句
と
碑
」
で
は
、

芭
蕉
の
六
回
以
上
の
伊
勢
神
宮
参
詣
が
西
行
法
師

の
六
年
間
の
伊
勢
滞
在
な
く
し
て
は
果
た
し
得
な

か
つ
た
事
な
ど
、
芭
蕉
が
西
行
法
師
の
影
響
を
強

句
碑
建
立
麗
鍾
礒
渥

「
四
郷
地
区
の
芭
蕉
句
碑
に
つ
い
て
」

伊
勢
郷
土
会
副
会
長

石
井
昭
郎
さ
ん

前
文
に
「
西
行
谷
の
麓
に
流
れ
あ
り
。
」
と
あ
り
、

西
行
谷
で
詠
ん
だ
句
で
あ
る
。
季
語
は
芋
で
秋
。

「
芭
蕉
が
西
行
谷
を
訪
れ
た
折
に
、
そ
こ
に
芋
を

洗
っ
て
い
る
女
が
い
た
。
も
し
、
こ
れ
が
西
行
法
師

で
あ
っ
た
な
ら
、
あ
の
江
口
の
君
に
歌
を
詠
み
か

け
る
よ
う
な
人
だ
か
ら
、
き
っ
と
女
達
に
歌
を
詠

み
か
け
た
で
あ
ろ
う
に
」
の
意
。

※
西
行
谷
は
、
朝
熊
山
へ
の
登
山
道
（
宇
治
道
）
の
途

中
か
ら
沢
沿
い
に
上
が
っ
た
伊
勢
志
摩
ス
カ
イ
ラ
イ

ン
の
料
金
所
近
く
に
あ
る
。
人
里
離
れ
た
所
で
、
小

さ
な
滝
が
あ
る
。
こ
の
辺
り
で
西
行
は
庵
（
い
お
り
）
を

結
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

○
芋
洗
ふ
女
湯
行
な
ら
ば
号
ょ
ま
む

貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
『
甲
子
吟
行
（
か
つ
し
ぎ
ん
こ
う
）
」

い
も
あ
ら
諺
っ

っ
‐
た

【陸上競技場隣の西行谷登り口】

碑
は
、
最
初
、
現
在
の
桜
木
町
の
寺
の
境
内
に

建
て
ら
れ
た
が
、
後
に
伊
勢
市
一
之
木
一
丁
目
、

常
明
寺
境
内
へ
移
建
さ
れ
た
。

前
書
き
に
、
「
い
せ
の
国
、
中
村
と
い
う
所
に
て
」

と
あ
り
、
伊
勢
市
中
村
町
。
芭
蕉
は
内
宮
へ
参
り

帰
路
、
別
宮
の
月
読
宮
へ
も
参
拝
し
た
と
思
わ
れ

る
。
か
つ
て
の
中
村
墓
地
は
、
そ
の
近
く
西
南
の

参
宮
街
道
沿
い
に
あ
り
、
枕
返
し
と
も
呼
ば
れ
た
。

「
神
様
に
お
参
り
し
て
か
ら
、
道
沿
い
の
墓
原
を

な
が
め
る
と
、
身
に
も
の
さ
び
し
い
秋
の
風
が
感

じ
ら
れ
、
ぞ
っ
と
す
る
ほ
ど
で
あ
る
よ
。
」
の
意
。

季
語
は
秋
の
風
。

○
秋
の
風
伊
勢
の
墓
涼
猶
す
ご
’

元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
『
花
摘
（
は
な
つ
み
）
』

リ
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緬艤
【常明寺境内にある句碑】



た
菩
提
山
神
宮
寺
で
詠
ん
だ
句
。
季
語
は
「
野
老
」
。

「
こ
の
山
で
野
老
（
山
芋
）
を
掘
る
里
人
よ
、
昔
の

壮
大
な
建
物
は
、
今
は
見
る
影
も
な
い
け
れ
ど
、
お

寺
の
悲
し
い
移
り
変
わ
り
を
語
っ
て
く
れ
。
」
の
意
。

碑
は
、
廃
寺
と
な
っ
た
明
治
維
新
の
頃
、
愛
知

県
下
に
移
さ
れ
た
と
い
う
が
所
在
不
明
で
あ
る
。

前
書
き
に
「
二
月
十
五
日
外
宮
の
館
に
あ
り
て
」

と
あ
り
、
そ
の
滞
在
中
に
渥
梁
会
に
際
し
た
時
の

句
。
季
語
は
「
浬
渠
像
」
。

「
二
月
十
五
日
に
外
宮
に
参
拝
し
た
と
こ
ろ
、
近

く
で
意
外
に
も
渥
梁
像
を
拝
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
よ
う
な
神
域
に
近
い
と
こ
ろ
で
、
お
釈
迦
様

の
法
会
（
ほ
う
え
）
に
出
会
う
と
は
思
い
も
よ
ら
ぬ

こ
と
で
あ
る
よ
。
」
の
意
。

○
比
山
の
か
な
ｔ
さ
署
ょ
野
老
娠

貞
享
五
年
二
六
八
八
）
『
笈
の
小
文
』

○
神
垣
や
お
も
ひ
も
か
け
ず
渥
築
像

貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
『
曠
野
（
あ
れ
の
）
』

に
通
じ
る
坂
道
の
傍
ら
に
建
っ
て
い
る
。

碑
は
朝
熊
山
金
剛
證
寺
本
堂
か
ら
奥
の
院
入
口

か
み
が
き

こ
の
や
ま

前
書
き
は
「
菩
提
山
」
伊
勢
市
中
村
町
に
あ
っ

つ
げ
と
こ
ろ
は
り

ね
は
え
ぞ
う

（
以
上
《
記
念
講
演
会
の
ま
と
め
）

器
器
鵲
升
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鶚
升
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升
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升
汁
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汁
粥
労
升
粥
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苦
升
特
鵲
器
器
茶
器
器
特
器
外
装
器
器
鵲
粥

今
回
は
芭
蕉
の
句
碑
建
立
と
い
う
こ
と
で
、
主

に
四
郷
地
区
に
関
わ
る
芭
蕉
の
句
を
中
心
に
採
り

上
げ
ま
し
た
が
、
他
に
も
四
郷
地
区
に
は
た
く
さ

ん
の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
知
っ
て
頂
き
、
保
存
に
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

【
有
形
文
化
財
】

○
大
五
輪
五
輪
塔
（
県
指
定
）
（
楠
部
町
）

○
木
造
薬
師
如
来
坐
像
（
県
指
定
）
（
楠
部
町
）

四
郷
地
区
は
文
化
遣
産
毎
宝
庫

【朝熊山金岡|l1證寺にある句碑】

○
左
衛
門
太
郎
六
字
名
号
碑
（
市
指
定
・
中
村
町
）

○
大
般
若
経
（
奈
良
～
室
町
ｘ
市
指
定
・
中
村
町
）

○
丸
山
古
墳
出
土
品
（
市
指
定
・
中
村
町
）

○
六
地
蔵
石
瞳
（
市
指
定
・
鹿
海
町
）

○
橋
本
平
八
作
片
履
達
磨
像
（
市
指
定
・
朝
熊
町
）

○
鰐
口
（
市
指
定
・
朝
熊
町
）

【
無
形
文
化
財
】

○
河
崎
音
頭
（
市
指
定
・
鹿
海
町
）

編
集
後
記

句
碑
建
立
に
当
た
っ
て
は
、
場
所
提
供
を
し
て
い
た
だ

い
た
楠
部
町
自
治
会
を
始
め
、
多
く
の
方
々
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。
句
碑
を
ま
だ
ご
覧
に
な
ら
れ
て
い
な

い
皆
様
、
ぜ
ひ
一
度
訪
れ
て
み
て
下
さ
い
。

四
郷
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

生
き
生
き
学
習
委
員
会
一
同

○
木
造
薬
師
如
来
立
像
（
市
指
定
・
中
村
町
）

○
菩
提
山
神
宮
寺
曼
茶
羅
石
（
市
指
定
・
中
村
町
）

蕊
呼
’
げ
い 顎

灘
【中村町墓地にある

菩提山の曼茶羅石】
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